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＜お知らせ＞ 

〇政党は無所属です！

〇豊前市にバイオマス発電を誘致しました！

〇政治家としての目標は「社会福祉の充実」

「経済の活性化」「財政赤字の解消」です！

歴史観光で１００億円の経済効果を！

　古代の田川と京築は日本の中心地だったとする九州

王朝説があります。この説に関連して、みやこ町にお

住まいの吉武正一さんは「邪馬台国は豊国にあり」を

幻冬舎にて出版したので話をお聞きしました。（この書

籍は行橋市内の大手書店とインターネットで販売中）

【討議資料】

                              左は村上、右は吉武さん

村上「邪馬台国の中心地はどこですか？」

吉武「魏志倭人伝には、邪馬台国が筑紫の東に

あって、東向きの港があり、末盧国(佐賀県)から

船で１０日かかると書かれているので、行橋市に

条件が合います。その古代港町である草野津(か

やのつ)から陸路３km奥に入ったところにある須

磨園が中心地です」

村上「魏志倭人伝に書かれている邪馬台国はどこに

ありましたか？」

吉武「多くの方は（やまたいこく）と読みますが、

本来は（やまとこく）と読みます。邪馬台国は昔の

国名で言うと、豊前、豊後、周防、長門と考えてい

ます。」

村上「広い地域ですね」

吉武「魏志倭人伝には、邪馬台国が７万戸と書かれ

ているので、広い地域を対象にしています。これら

の地域は、行橋市とみやこ町に跨る御所が谷の神籠

石と同様の遺跡が残っている範囲と一致するのです」

村上「ご著書によると、神武天皇の祖先に当

たる山幸彦とその兄の海幸彦の争いの舞台も

行橋市ですね」

吉武「猟が得意な山幸彦が、漁が得意な海幸

彦に勝つ話ですが、これは二つの部族の戦い

がモチーフになっています。海幸彦は隼人族

です」

                            　　　　　　　　　 隼人塚古墳

村上「隼人は薩摩にいたと聞いていますが、行

橋市まで来ていたのですね」

吉武「行橋市には隼人塚がありますし、古事記の

海幸彦の話では簑島が舞台になっています」

村上「歴史にはロマンを感じるので、田川と京築

において歴史観光を振興すれば、年間100万人の

観光客を期待できそうです」

吉武「村上さんが前回の衆議院議員選挙に挑戦し

たことにもロマンを感じました。大いに期待いた

しております」



水時計とは、高さの違う容器から容器へ水が流れ

る量を測り、時刻を表すのですが、中国発祥の技

術です。同じ水時計の遺跡は、朝鮮半島にも残っ

ていますが、泌泉（たぎり）と同様の池です。

（朝鮮半島には、天文を測定するための塔も残っ

ています。）
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　以前の会報でも紹介した歴史研究家の福永晋三

氏は「神武天皇から神功・応神天皇は田川に実在

し、29代欽明天皇から41代持統天皇までは京都

郡等に実在した」との独自の説を展開しています。

一般的に大和朝廷は近畿に興ったとされているの

で、福永氏の説は冒険的ですが、非常に面白く、

説得力があります。西日本新聞に2018年から新

説日本書紀（やまとのふみ）として連載されまし

た。（この記事はホームページで公開されていま

す。「福永　西日本新聞　やまとのふみ」で検索

してください）

　福永氏が、田川京築朝廷

説の物的証拠として挙げて

いることを紹介します。

　一つ目は、福岡県から紀

元前７～２世紀頃の銅矛、

銅剣が大量に出土している

ことです。２世紀に神武が

筑紫から豊国に東征して、

倭王朝が始まりましたが、

太古から戦いが多かったの

で、多くの武器が作られた

のでしょう。

古代の田川・京築に朝廷があった！

　二つ目は、糸田町にある泌泉（たぎり）です。

これは人工の池ですが、地元の金村権現の記録

（平安時代の石板）では天智天皇７年(668年、福

永説では661年)に作られたとされています。これ

を福永氏は日本書紀にある「須弥山と漏刻(水時

計)」と考えています。

香春町の地下水路

福永氏

　田川京築朝廷説に興味を持ち、応援したい方

は福永氏に電話（090-2316-9423）してくださ

い。

この地下水路について福永氏は、日本書紀に記

された「天香山(あまのかぐやま)の西から引か

れた狂心の渠（たぶれごころのみぞ）」と考え

ています。日本書紀では天香山から金や銅が採

れたとされており、香春三ノ岳からも採れるた

め、福永氏は香春三ノ岳を天香山と考えていま

す。他方、奈良県の天香山からは採れません。

　三つ目は、香春町に残る石造りの地下水路で

す。地下に水路を作るのは、高度な技術でしょ

うから、古代の香春町が辺境の地ではなかった

と容易に想像できます。


